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３．５ＧＨｚ帯への
第４世代移動通信システム導入に向けて
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（１）
３．５ＧＨｚ帯への第４世代システム導入理由と
想定するシステムについて

（２） 今後の周波数割当等に向けた提言
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第４世代システムへの期待

・携帯電話を取り巻く環境は以下のように変化している。

・第４世代システム（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、超高速・大容量・低遅延という特徴を持ち、これらの
環境変化に適切に対応し、更なる利便性向上や、新たな価値を創造することが期待される。

通信デバイスの多様化

・超高速通信のユーザニーズ増加

・コンテンツのリッチ化
（高画質、高品質、等）

・クラウド化の進展

・都市等でのトラフィック集中の加速、
トラフィック発生時間の変動等

・大イベント（例：東京オリンピック）で
は、膨大な局所的トラフィックが発生

・ウェアラブル、スマートフォンと連携
したデバイス、センサー等、通信デ
バイスの多様化

・Ｍ２Ｍによる、膨大な通信デバイス
が運用される

一人あたりの通信量激増 トラフィック集中度合の激化

３．５世代
（ＨＳＰＡ）

３．９世代
（ＬＴＥ）

第４世代
（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）

ピーク速度 １４Ｍｂｐｓ
仕様上の最大値：３００Ｍｂｐｓ

（３．５世代の約２０倍）
仕様上の最大値（＊１）：３Ｇｂｐｓ

（３．５世代の約２１０倍、３．９世代の約１０倍）

容量 １ ３．５世代の約３倍 ３．５世代の約４倍（＊２）、３．９世代の約１．４（＊２）

遅延時間
（最大効果）

１ ３．５世代の約１／４ ３．５世代の約１／４、 ３．９世代と同等

（＊１） ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの仕様上の最高性能としての値（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）の目標伝送速度は１Ｇｂｐｓ） （※２） ＦＤＤシステムの性能
３ＧＰＰ標準化における性能評価より（評価条件に依存）
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（参考） 第４世代システムが支える基盤ネットワークにおける様々な利用シーン

～２０２０年東京オリンピック観戦に訪日したある家族の一日～

≪空港に到着≫ ≪競技場で観戦≫

≪ホテルに到着≫≪観光にお出かけ≫

クラウド型サービス

ネットワーク側クラウドと端末間
の大量データ伝送

ウェアラブルＵＩＭ モニタリングの進化
高精細顔認識技術等に
よる警備 ホームサービスの進化

生体情報モニタリングに
よるバイタルチェック

≪お買いものにて≫

ブレインマシンインタフェース（ＢＭＩ）技術との組み
合わせによる、無操作家電制御等のＩＦの簡素化

様々な用途により発生する多様なモバイルトラフィックを
支える第４世代移動通信システム

≪公共交通機関で移動≫

高度交通情報システムの進化

混雑状況に応じた最適な交通機関の
選択をサポート

ウェアラブルＵＩＭを通じて手ぶらで
簡単に決済が可能

多様なサービスの提供

マルチビュー、競技解説等の多様なサービスに
より更なる臨場感を演出
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携帯電話のトラフィック増加傾向（ＮＴＴドコモの例）

・携帯電話トラフィックは急増しており、トラフィック対策が最重要課題。

・この傾向は今後も継続すると予測され、追加周波数の割当てが必要。
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ＮＴＴドコモにおける携帯電話トラフィックの推移

ＨＳＤＰＡ開始

デ
ー

タ
ト
ラ

フ
ィ
ッ

ク
量

周波数有効利用対策

ネットワーク容量の拡大

トラフィックコントロール

ネットワーク負荷の軽減
（データオフロード）

新方式へのマイグレーション促進
追加周波数の積極的活用
小ゾーン化・セクタ細分化

ヘビーユーザに対する
通信速度制限

公衆無線ＬＡＮの活用
フェムトセル、ＷｉＦｉの活用（宅内）

ＬＴＥ開始

増加傾向は今後も継続すると想定
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ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの特徴を活かしたエリア展開

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの特徴であるキャリアアグリゲーション（ＣＡ）技術を用いて超高速を実現。
・マクロセル（既存帯域）とスモールセル（３．５ＧＨｚ帯）にキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を適用。

基地局制御部
（親局）

設置ビル

高密度
基地局装置

＜メリット＞
○キャリアアグリゲーション（ＣＡ）によるスループット向上
○スモールセルの特徴である無線容量拡大を実現

３．５ＧＨｚ帯

既存帯域

スモールセル

スモールセル

マクロセル
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ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムの展開イメージ

・２０１５年度内運用開始を目途に、高速通信サービスのニーズが高いエリアから展開。

BTS

BTS

都市中心部 都市部 郊外 ルーラル

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄエリア

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ端末

ＬＴＥ端末

 エリア展開イメージ

 端末の接続 ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄで高速通信ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄで高速通信 ＬＴＥで通信ＬＴＥで通信

ＬＴＥエリア
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３．５ＧＨｚ帯に導入するシステムについて

方式 周波数利用効率 運用 周波数割り当て

ＦＤＤ

同じ

同期を取る必要がない
ため、柔軟に展開可能

グローバルに共通な帯域
の割当てが難しい

ＴＤＤ
事業者間で、上下比率
を含めた同期が必要

グローバルに共通な帯
域の割当てが容易

ＦＤＤ、ＴＤＤのメリット、デメリット

・導入システムの選定には、グローバルに共通の周波数帯域を割当てやすいことが重要。
・この観点により、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＴＤＤ）システムが適している。
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・周波数割当てに際して考慮して頂きたいことを下表に示す。

周波数割当てに際して考慮して頂きたいこと

項目 内容

割当て評価基準 ○公平な競争環境を確保するため、事業者グループ全体での周波数
逼迫度（１ＭＨｚ当りの収容加入数）を基準に評価すべき

○局所的なトラフィックに対応する、３．５ＧＨｚ帯ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄには、「人口カバー率」の評価基準は適さない

ＴＤＤ方式の場合に
留意すべきこと

○周波数有効利用のため、事業者間で上下比率を含めた同期を取
ることが必須（合意形成プロセス必須）

○端末実装の困難性から、上りのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）導入
は当面先になるため、下りスロット数をできるだけ増やすことが効率
アップになる
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公平な競争環境に向けた提言

周波数幅
（ＭＨｚ）

周波数逼迫度
（加入数／ＭＨｚ）

加入者数
（※）

ドコモ 160 38.9万 6,218万

ＫＤＤＩグループ
（ＫＤＤＩ＋ＵＱ）

160 27.4万 4,389万

ＳＢグループ
（ＳＢＭ＋ＥＡ＋

ＷＣＰ＋ウィルコム）

201.2 23.1万 4,657万

（※） 携帯加入数は、ＴＣＡ発表（２０１３年１２月）データを使用。ＥＡ、ＢＷＡ、ＰＨＳは公表されている最新データを引用（ＥＡ：２０１３年度２Ｑ決算データ、ＢＷＡ、ＰＨＳ：ＴＣＡ発表（２０１３年９月）

約１．４倍の差

約１．７倍の差

＜事業者グループ間の周波数逼迫度を同等にすべき＞
・今後の周波数割当の評価指針は、「１ＭＨｚ当りの収容加入数を同等にすること」とし、
グループ間での一体運用等を行っている事業者は、グループ全体で評価を行うべき。

・グループ会社間のネットワーク一体運用を実施している他事業者と比較すると、ドコモ
の周波数逼迫度は極めて高い。

＜異免許人の間でのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）の導入について＞
・公平な競争環境を確保するため、異免許人の間でのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）導
入は、上記の周波数割当て指標と合わせて適切に検討が行われるべき。
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３．５ＧＨｚ帯において必要な周波数幅

・今後のトラフィック増加傾向を踏まえた上で、実効的なスループット増加が見込めるよう
な周波数幅を確保したい。

・更に、公平な競争環境を確保するという観点でも、できるだけ多くの周波数の割当てを
希望する。

＜ＴＤＤにおける仕様上の最大伝送速度とパラメータの関係＞

２×２ ＭＩＭＯ ４×４ ＭＩＭＯ ８×８ ＭＩＭＯ

ＴＤＤ下りスロット割合 ５０％ ～ １００％ ５０％ ～ １００％ ５０％ ～ １００％

下
り
周
波
数
幅

２０ ＭＨｚ ７５ ～ １５０ Ｍｂｐｓ １５０ ～ ３００ Ｍｂｐｓ ３００ ～ ６００ Ｍｂｐｓ

４０ ＭＨｚ １５０ ～ ３００ Ｍｂｐｓ ３００ ～ ６００ Ｍｂｐｓ ６００ ～ １２００ Ｍｂｐｓ

８０ ＭＨｚ ３００ ～ ６００ Ｍｂｐｓ ６００ ～ １２００ Ｍｂｐｓ １２００ ～ ２４００ Ｍｂｐｓ

１００ ＭＨｚ ３７５ ～ ７５０ Ｍｂｐｓ ７５０ ～ １５００ Ｍｂｐｓ １５００ ～ ３０００ Ｍｂｐｓ
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（１） ３．５ＧＨｚ帯への第４世代システム（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）導入理由と想定するシステム
・将来の環境変化（局所的なトラフィック激増、新たな価値創造、等）に適切に対応するために、
３．５ＧＨｚ帯へのＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ導入が必要。

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、２０１５年度内運用開始を目途に、高速通信サービスのニーズが高い
エリアから展開。

・グローバルに共通の周波数を割当てやすいという観点から、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＴＤＤ）導入
が適切。

・ＴＤＤの場合、事業者間で上下比率を含めた同期を取るための合意形成プロセスが必要とな
る。

（２） 今後の周波数割当に向けた提言
・局所的なトラフィックに対応する３．５ＧＨｚ帯ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄには、「人口カバー率」の評
価基準は適さない。

・公平な競争環境を確保するため、事業者グループ全体での周波数逼迫度（１ＭＨｚ当りの収容
加入数）を基準に評価すべき。

・異免許人の間でのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）導入は、上記の周波数割当て指標と合わせ
て適切に検討が行われるべき。

・３．５ＧＨｚ帯の周波数割当においては、公平な競争環境の確保という観点からも、できるだけ
多くの周波数の割り当てを希望する。

12

まとめ
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参考
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（参考１） ＮＴＴドコモの事業概要等

（１） 会社概要
社名：株式会社ＮＴＴドコモ
所在地：〒１００－６１５０ 東京都千代田区永田町２丁目１１番１号 山王パークタワー
資本金：９,４９６億７,９５０万円 （２０１３年３月３１日現在）

営業開始日：１９９２年７月１日
従業員数：１０,９０３名（当社グループ２３,８９０名） （２０１３年３月３１日現在）

主な営業種目 （２０１２年４月１日現在）

携帯電話事業（携帯電話サービス、パケット通信サービス、国際電話サービス、衛星電話サービス、等）
その他事業（クレジットビジネス、通信販売、モバイル広告販売、ホテル向けインターネット接続サービス、等）

（２） 主要な財務数値 （２０１２年度）

営業収益：４４,７０１億円
営業費用：３６,３２９億円
営業利益：８,３７２億円
当社に帰属する当期純利益：４,９５６億円
設備投資：７,５３７億円

（３） 契約数、基地局数、等
契約数：６,２１８万契約 （ＬＴＥ（Ｘｉ）１,９０２万契約＋３Ｇ（ＦＯＭＡ）４,３１６万契約） （２０１３年１２月）

基地局数：約１６１，０００局 （ＬＴＥ（Ｘｉ）約４５，０００局＋３Ｇ（ＦＯＭＡ）約１１６，０００局） （２０１３年１２月）

人口カバー率（※１）：Ｘｉ：９２．６％、ＦＯＭＡ：１００％ （２０１３年１２月）
（※１） ３．９Ｇ特定基地局に係る総務省告示に基づく
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（参考２） 世界のモバイルデータトラフィック増加予測

・モバイルデータトラフィックは世界的に急増しており、追加周波数の割当ては世界的にも最重要課

題となっている。
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【出展】CISCO  「2012年から2017年の全世界のモバイルデータトラフィック」
http://www.cisco.com/web/JP/solution/isp/ipngn/literature/white_paper_c11-520862.html

５年間で約１３倍
（予測）

（年）

ブロードバンドプラン
における割り当て幅

（２０２０年までの計画）
備考

日本 １１００ＭＨｚ程度 ＊１

米国 ５００ＭＨｚ程度 ＊２

英国 ５００ＭＨｚ程度 ＊３

豪州 ３００ＭＨｚ程度 ＊４

韓国 ６００ＭＨｚ程度 ＊５

世界のモバイルブロードバンドプラン

＊１ 総務省 「ワイヤレスブロードバンド実現のための周波数検討ワーキンググループ」 とりまとめ
http://www.soumu.go.jp/main_content/000094917.pdf

＊２ Connecting America :The National Broadband Plan,
http://download.broadband.gov/plan/national-broadband-plan.pdf

＊３ Britain‘s Superfast Broadband Future, December 2010,
http://www.culture.gov.uk/images/publications/10-1320-britains-superfast-broadband-future.pdf

＊４ Towards 2020—Future spectrum requirements for mobile broadband, Australian Communications and Media Authority,
http://www.acma.gov.au/WEB/STANDARD/pc=PC_312514 

＊５ INFORMATION OF NATIONAL MOBILE BROADBAND PLAN by Republic of Korea, AWG-12/INP-74
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（参考３） ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの国際標準化等の状況

２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年

基本検討（Ｓｔｕｄｙ Ｉｔｅｍ）

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ
基本機能

Ｒｅｌ．１１Ｒｅ．１０

Ｒｅｌ．１３Ｒｅｌ．１２
ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ

拡張機能

ＷＲＣ０７

３．５ＧＨｚ帯
ＩＭＴに特定

ＷＲＣ１５

ＩＭＴ帯域拡大
検討予定

ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ無線インタフェース詳細勧告検討

アジア

欧州／
アフリカ

米国

ＣＤＭＡ２０００

ＧＳＭ

ＰＤＣ

ｃｄｍａＯｎｅ

Ｗ－ＣＤＭＡ
ＨＳＰＡ

ＬＴＥ
ＥＶ－ＤＯ

ＧＳＭ

ＬＴＥ－
Ａｄｖａｎｃｅｄ

Ｗ－ＣＤＭＡ
ＨＳＰＡ

１９９０ｓ ２００１～ ２０１０～ ２０１５～

ＴＤＭＡ

携帯電話システムの発展形態

ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ無線インタフェースの標準化状況
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